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はじめに 

 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会では、世界中から多くの

人々が東京を訪れ、競技場などの施設を利用することになります。観客、アスリ

ート、大会関係者等を火災等の災害から守り、安全・安心な大会を実現するには、

考えられるリスクを事前に分析し、施設の計画段階から準備しておかなければ

なりません。 

大会施設には、新築、既存の施設の改修、仮設などがあり、それらを外国人や

障がい者などの多様で多数の方々が短期的かつ集中的に利用することから、災

害発生時の防火・避難対策の充実が課題となっております。 

また、このような施設等の防火安全性は、原則、現行の消防法令が適用される

ことにより確保されるものですが、大規模な観客席を有する施設や仮設施設等

では対応が難しい場合も想定されます。 

これらの諸課題を踏まえ、平成２７年５月に東京都知事から火災予防審議会

に対し「オリンピック・パラリンピック施設等における防火・避難対策」につい

て諮問がなされ、平成２８年２月の中間報告を経て、平成２９年３月に答申を頂

きました。 

当庁といたしましては、本答申内容を踏まえ、関係機関と密接な連携を図りな

がら、世界中から訪れる人々が快適に観戦できる安全・安心な環境が実現するよ

う、対策を講じて参りたいと考えております。 

結びに、ご多忙中にもかかわらず、本答申のためにご尽力いただきました火災

予防審議会の中林会長、人命安全対策部会の長谷見部会長をはじめとする各委

員の皆様に深く感謝を申し上げます。 

 

平成２９年３月 

東京消防庁 

 消防総監 高橋 淳  



まえがき 

 

この答申は、平成２７年５月２５日、東京都知事から「オリンピック・パラリ

ンピック施設等における防火・避難対策」について諮問を受け、2年間の審議・

検討を経てまとめたものです。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会では、外国人や障がい者、

高齢者等を含む多様で多数の観客が、大会仕様に特化された大規模観覧施設に

来場することなどから、様々な防火避難上のリスクが想定されます。 

また、火災以外にも地震、台風等の自然災害やテロの対応策も検討しておかな

ければなりません。 

そこで、人命安全対策部会では、観覧施設における火災・事故事例や海外基準

の調査、国内観覧施設の防火管理体制の実態調査などを実施し、危険要因やハー

ド面・ソフト面の課題を抽出しました。 

そして、既に計画中の施設において、早急に検討指針としていただくために、

課題、考慮すべき検討項目及び防火・避難対策の項目を整理し、平成２８年２月

に中間報告として公表しました。 

更に、本答申までには、シミュレーションによる観客席の避難検証や実際の競

技場の観客席を利用した避難誘導実験等を実施するなど、中間報告に沿って審

議・検討を重ねてきました。 

本答申が、東京２０２０大会に関わる行政機関及び関係者の方々に広く活用

されることを期待します。 

おわりに、本答申の作成にあたり、ご協力いただきました当部会委員及び東京

消防庁をはじめ関係者各位に、心から感謝を申し上げます。 

 

 

平成２９年３月 

火災予防審議会 人命安全対策部会 

部 会 長  長 谷 見  雄 二 
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